
 

 

 

 

うめきた 2 期地区北街区開発事業環境影響評価方法書に関する市長意見 

 

本事業に係る環境影響評価方法書について、本市環境影響評価専門委員会の検討結果報

告書の内容を踏まえて検討し、事業者が考慮すべき事項を次のとおり取りまとめた。 

 環境影響評価の実施にあたっては、次に掲げる事項並びに同報告書の趣旨に十分配慮し

て実施されたい。 

 

 

記 

 

〔全般的事項〕 

事業計画地周辺では多くの大規模開発が進められており、道路交通への負荷の増加

が懸念されることから、事業者が検討している歩行者動線の確保等の対策に加えて、

巡回バスやレンタサイクルの導入等による自動車交通量の抑制対策を検討し、その内

容を準備書に記載すること。 

 

 

〔地球環境〕 

「大阪市地球温暖化対策実行計画〔区域施策編〕」及び「うめきた 2期区域まちづく

りの方針」を踏まえ、対象事業の実施にあたっては、最先端技術を積極的に導入する

こととし、準備書には具体的な対策内容や二酸化炭素排出量の削減目標を記載するこ

と。 

 


